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２－９在庫管理 

 

    ＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅの在庫管理では、製品・構成品の在庫の受払、棚卸処理、及び、出庫／支給管理を 

実行します。 

 
    在庫管理には、下記の１７個の機能があります。 

    ●在庫照会 

    ●受払実績照会 

     ●出庫指示 

     ●支給指示 

     ●出庫／支給報告入力 

     ●出庫／支給報告明細入力 

     ●出庫／支給実績照会 

     ●棚卸指示表発行 

     ●棚卸実績入力 

     ●棚卸実績品目追加 

     ●棚卸実績一括登録 

     ●棚卸結果反映 

     ●在庫移動 

     ●在庫移動一括登録 

●計画外入庫実績入力 

●計画外出庫実績入力 

     ●滞留品リスト照会 
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在庫照会在庫照会在庫照会在庫照会 
  品目、保管場所（、製番）別の在庫状況を表示します。 

※在庫が発生していない品目（品目マスタに登録のみされた品目）については表示されません。 

  一度でも在庫情報が動いた品目は、在庫が０でも表示されます。 

※月次在庫残高表は月次夜間処理で再集計された内容で表示されます。(累積原価を使用) 

※現在在庫残高表は現時点の在庫数から表示します。(累積原価を使用) 

 

 
 

受払実績照会受払実績照会受払実績照会受払実績照会 
  指定した期間内に発生した品目の入出庫履歴情報を表示します。 

※処理区分の種類は補足資料「コ－ド一覧」を参照下さい。 

  外注工程として受入を行なった実績デ－タは当画面には表示されません。その場合は工程管理 

「工順別出来高照会」で確認出来ます。 
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 出庫業務出庫業務出庫業務出庫業務／／／／支給業務支給業務支給業務支給業務のののの対象対象対象対象デデデデ－－－－タタタタ構造図構造図構造図構造図 
 
  出庫指示書・出庫伝票と支給指示書・支給伝票の発行対象デ－タの違いを下記に図で表します。 

  また、発行対象とする場合には、以下の項目が関係します。 

 
     親品番 品目・出庫指示書発行区分 構成情報・支給区分   システムパラメ－タ 

  出庫  Ｍ   １           ０(調達品)        －（不要） 

  支給  Ｐ   －（不要）       １(無償支給)２(有償支給)  無償／有償支給指示要否：１ 

 

  出庫指示書・出庫伝票の発行デ－タイメ－ジ  支給指示書・支給伝票の発行デ－タイメ－ジ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    初工程が社内工程、外注工程に関わらず       子品目に対して親の発注先に 

    親の初工程に出庫指示書、出庫伝票を発行。     支給指示書、支給伝票を発行 

 
  出庫指示から出庫報告の在庫変動は、品目マスタ「出庫報告区分」で決まります。 

   出庫の場合 

    00：出庫報告せず、親品目入庫時に在庫払出  → 親の出来高報告時に在庫数が減算されます 

（バックフラッシュ＝理論払い出しです） 

    01：出庫報告せず、出庫指示時に在庫払出   → 出庫指示時に在庫数が減算されます 

10：出庫報告を行い、親品目入庫時に在庫払出 → 親の出来高報告時に在庫数が減算されます 

    12：出庫報告を行い、出庫報告時に在庫払出  → 出庫報告時に在庫数が減算されます 

 
  支給指示から支給報告時の在庫変動は、システムパラメ－タ「支給実績報告要否」で決まります。 

     支給の場合 

     システムパラメーター．「支給実績報告要否」で決まります。 

０：支給実績を報告しない 

１：支給実績を報告する 

※在庫変動の詳細説明は、第３章－０５｢在庫管理 出庫処理、支給処理について｣を参照下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親品番 

020 

010 

構成品番 

内外製：Ｍ 

製造オ－ダとして存在 

 
出庫指示書 

出庫伝票 

親品番 

構成品番 

内外製：Ｐ 

発注オ－ダとして存在 

 
支給指示書 

支給伝票 

出庫指示 

 

出庫指示表 

出庫伝票 

出庫報告入力 

出庫報告明細入力 

支給指示 

 

支給指示表 

支給伝票 

支給報告入力 

支給報告明細入力 

在庫明細マスタ 受け払い実績デ－タ 
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出出出出庫指示庫指示庫指示庫指示 
  リリ－スされた製造オ－ダを元に出庫指示を行います。 

※出庫対象品目は親品番が内製品目かつ品目マスタの手順情報の「出庫指示書発行区分」が「1：要」 

かつ構成情報の支給区分が「０：仕入先調達品」で登録する必要があります。 

  出庫指示を行うと、「保管場所、出庫先、出庫指示日（&製造オーダーNo、親品目）」が同一である 

出庫品が一覧表にまとまり出力されます。 

   ※システムパラメ－タ「出庫指示_サマリ区分」で製造オ－ダ毎に纏めるか纏めないか決まります。 

      ０：纏めない 

      １：纏める 

  出庫指示には個別出庫指示とマ－シャリング出庫指示の２種類があります。 

   ※マ－シャリング出庫指示は、親品目と子品目の品目マスタ・手配情報の「出庫指示区分」が 

「マ－シャリング出庫」のみ対象となります。 

    その組み合わせ以外の場合は、個別出庫指示の対象となります。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



第２章 主要機能 

2-09-5 

支給支給支給支給指示指示指示指示 
  リリ－スされた発注オ－ダを元に支給指示を行います。 

※支給対象品目は親品番が外製品目かつ構成情報の支給区分が「１又は２」で登録する 

必要があり、システムパラメ－タ「支給伝票発行要否：１」が必要です。 

支給指示を行うと、「保管場所、支給先、支給指示日（&注文 No・明細 No、親品目※1）」が 

同一である支給品が一覧にまとまり出力されます。 

※システムパラメ－タ「支給指示_サマリ区分」で支給 NO・明細 NO 毎に纏めるか纏めないか 

決まります。 

      ０：纏めない 

      １：纏める 
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出庫出庫出庫出庫／／／／支給報告入力支給報告入力支給報告入力支給報告入力 
  出庫指示又は支給指示時に採番された出庫指示ＮＯ又は支給指示ＮＯを使用して 

   出庫報告又は支給報告を行います。 

※出庫報告が必要な品目は、品目マスタ「出庫報告区分」の「１０」「１２」が対象です。 

    ※支給報告が必要かどうかは、システムパラメ－タ「支給実績報告要否：１」となります。 

当画面は「出庫（支給）指示ＮＯ＋行」単位で行ないます。 

 

 
 

出庫出庫出庫出庫／／／／支給報告支給報告支給報告支給報告明細明細明細明細入力入力入力入力 
  出庫／支給報告入力と同様に実績報告を行ないます。 

  対象品目は出庫／支給報告入力と同様です。 

  当画面は「出庫（支給）指示ＮＯ」単位で行ないますので、出庫指示書／支給指示書で印字されている 

   バ－コ－ドを読み込む事で画面表示が可能です。 

    システムパラメ－タ「出庫指示書自動発行区分」を設定する事により、製造オ－ダ NO での 

   実績報告が可能になります。 
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出庫出庫出庫出庫／／／／支給実績照会支給実績照会支給実績照会支給実績照会 
  出庫報告又は支給報告の実績を一覧表で表示を行ないます。 

  実績報告戻しは、この一覧表から対象デ－タをチェックした後に、出庫／支給報告画面で行ないます。 
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    棚卸棚卸棚卸棚卸しししし業務業務業務業務はははは以下以下以下以下のののの様様様様なななな流流流流れでれでれでれで行行行行ないますないますないますないます。。。。 
 

棚卸しは保管場所を指定する事により、一斉でも循環(棚卸グループ単位)でも、随時行う事ができます。 

また、棚卸し作業中に入出庫が発生しても構いません。 

運用手順としては、以下の流れになります。 

１．棚卸直前(全ての入出庫報告後)に棚卸指示表を出力して、帳簿上在庫を準備します。 

２．棚卸指示表に基づいて棚卸作業(現品調査)をします。 

３．棚卸指示表の理論在庫数と実在庫数と差異があるものについて棚卸し結果の報告を行います 

  この時には、帳簿上在庫に対して報告を行います。 

４．差異について棚卸反映前に棚卸差異表で確認します。 

確認後に、棚卸反映処理で差異分を帳簿上在庫から実際の在庫数に適用し記録する事により 

入出庫履歴として作成されます。 

 

       業務側の流れ              システム側の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ※棚卸指示表を発行した保管場所は、棚卸反映処理まで行なう必要があります。 

     不要な保管場所を指定した場合でも途中でキャンセルは不可ですので、最後まで実施して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1-2.棚卸表の発行 

2.棚卸作業 

 

3.棚卸実績報告 

棚卸表差異表 
の発行 

4.棚卸反映処理 

実在庫テ－ブル 帳簿上在庫 

 

帳簿上在庫 

棚卸指示表 
の発行 

COPY 

実在庫テ－ブル 帳簿上在庫 

反映 

 

受入、出来高等 

は常時実施可能 

1-1.入出庫 

実績報告 実在庫テ－ブル 
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棚卸指示表発行棚卸指示表発行棚卸指示表発行棚卸指示表発行 
  「０：指示待ち」で一覧表表示後に棚卸を実施する対象の保管場所を指定します。 

  在庫凍結日を入力後に、棚卸指示表（ＰＤＦ）を発行します。 

  棚卸指示表（ＰＤＦ）を発行する事により、棚卸卸状況が「１：在庫凍結中」に変更になります。 

 
 
  棚卸指示表が「保管場所、品目分類１」単位に発行されます。 
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棚卸実績入力棚卸実績入力棚卸実績入力棚卸実績入力 
棚卸指示NOを指定して棚卸指示表に出力されている在庫凍結時の在庫数に対し、実棚数を登録します。 

  棚卸指示表に記載されていない品目があった場合は、品目追加ボタンを押下し、次機能の 

    「棚卸実績品目追加」画面で追加が出来ます。 

  実棚卸数を入力する事により、棚卸卸状況が「２：報告中」に変更になります。 

 

 
 

棚卸実績品目追加棚卸実績品目追加棚卸実績品目追加棚卸実績品目追加 
  棚卸を行い、現品調査をした結果で、棚卸指示表に記載されていない現品があった場合に 

 追加登録を行ないます。 

  この処理を行なう事で棚卸指示表デ－タに棚卸結果の品目が追加されます。 
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棚卸実績棚卸実績棚卸実績棚卸実績一括登録一括登録一括登録一括登録 
棚卸実績入力には所定の CSV デ－タで一括登録を行なう方法があります。 

※所定の CSV デ－タを作成する EXCEL マクロを AToMsQubeAToMsQubeAToMsQubeAToMsQube は提供しています。 

オンラインヘルプからダウンロ－ドが出来ます。 
   ※ＣＳＶレイアウトはオンラインヘルプを参照下さい。 

 

 
 

棚卸結果反映棚卸結果反映棚卸結果反映棚卸結果反映 
  棚卸結果の現品数で在庫を反映する時は当画面から棚卸結果反映ボタンを押下する事により、 

   在庫数反映と棚卸差異表（ＰＤＦ）が発行されます。 

※反映処理を行なう場合は、全対象品目の実施棚卸数を入力する事が必要です。 

  結果反映を実施する前に、棚卸差異表（ＰＤＦ）を発行する事が必要です。この場合は、タイトルに 

   【確認】と記載されます。 
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在庫移動在庫移動在庫移動在庫移動 
 同一工場内の保管場所間または異なる工場の保管場所間の在庫移動実績を登録します。 

 受領側にて現品が届いたことを確認してから登録することを基本とします。 

 （TO側情報を指定して、FROM側情報を登録するイメ－ジです） 

 
 
 
在庫移動在庫移動在庫移動在庫移動一括登録一括登録一括登録一括登録 
在庫移動処理を CSV ファイルを使用して一括で登録を行います。 

   ※ＣＳＶレイアウトはオンラインヘルプを参照下さい。 
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計画外入庫実績入力計画外入庫実績入力計画外入庫実績入力計画外入庫実績入力 
在庫数調整のため、入庫処理を行います。 

    ※入庫理由は必須項目の為マスタ管理「コ－ド一覧」の「入庫理由コ－ド」の事前登録が必要です。 

 
 
 
 

計画外出庫実績入力計画外出庫実績入力計画外出庫実績入力計画外出庫実績入力 
在庫数調整のため、出庫処理を行います。 

   ※出庫理由は必須項目の為マスタ管理「コ－ド一覧」の「出庫理由コ－ド」の事前登録が必要です。 
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滞留品滞留品滞留品滞留品リストリストリストリスト 
在庫が動いていない品目を期間指定して抽出を行います。 

   ※表示される日付はシステムパラメ－タ「滞留品日付」を日数で指定します。 

   ※在庫が動く処理にはいろいろありますが、在庫が動いていても当滞留品リストでは 

    動いていないとする事が可能です。 

    「棚卸しの増量、減耗、計画外入出庫」は Default では在庫が動いていても動いていないと 

    しています。 

処理対象を変更する場合はシステム担当者に依頼下さい。 

 
 
 


